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生徒指導実践の理論化に関する基礎的研究 
―「ソーシャル・ボンド理論」に着目して― 











































 兵庫県の公立高等学校 1 年生 247 名（男子 122 名、女子 125 名） 
(2)調査時期 
  2014 年 3 月 
(3)質問紙の構成 
 使用した尺度については、以下の通りである。 
①Locus of control尺度（鎌原・樋口・清水 1982） 
一般的な Locus of control信念を測定するために鎌原ら（1982）が作成した１８項目からなるLOC
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 (2) 生徒指導実践の理論モデルの構築 
図１の「叱り受容プロセスモデル」と「ソーシャル・ボンド理論」の４つの絆について検討した
結果を、図２に示した。                                                                   
基本的信頼感は「アタッチメント」の強化につながる。また、「ビリーフ」を醸成するのは先行
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